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【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｆ   1/11    　　　Ｎ
   Ｇ１１Ｂ   5/712   　　　　
   Ｇ１１Ｂ   5/706   　　　　
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   Ｈ０１Ｆ   1/11    　　　Ｑ

【手続補正書】
【提出日】平成26年7月3日(2014.7.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　前述の通り、前記表面改質剤は、前記硫黄系極性基が含まれることにより磁性粒子表面
に吸着し表面を改質することができる。分子中で前記硫黄系極性基以外の部分が占める割
合が多いほど、磁性粒子表面に吸着する表面改質剤の分子数が少なくなるため、良好な表
面改質効果を得る観点からは、分子中で前記硫黄系極性基以外の部分が占める割合が大き
くないことが好ましい。この点から、前記表面改質剤は、前記硫黄系極性基を除く部分の
分子量が４００以下であることが好ましく、例えば２００以下程度であってもよい。また
、前記硫黄系極性基を除く部分の分子量は５０以上であることが表面改質効果の点からは
好ましい。
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